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一巻頭言一
「レ ジ リエ ン ス 」 って 何? 
WhatisResilience?

最近、 レジ リエ ンス とい う概 念 に興 味を持 って研 究 して います。 レジ リンス は、 「弾力性」、
「立 ち直 り」な どの意 味が あ りますが、適切 な 日本語 訳は まだ決 まって いませ ん。 この概 念は、
1970年 代か ら心理学 分野で着 目され るよ うにな り、レジ リエ ンス という用語 が使 用され るよ うに
なった のは1990年 代 か らです 。最近で は心理学 の分野だ けでな く、海外 の看護学分 野での研 究で
も ヒッ トするよ うにな って きま した。レジ リエ ンス とは、厂深 刻な危険性 にもか かわ らず 、適応 的
な機能 を維 持 しよ うとする現 象」(Rutter、1985)、 「逆 境 に直面 した時 にそ れを克服 し、そ の経
験 によって強化 され る場合や 、変容 され る人が もつ適応 力である」(Grotberg、2003)な どとい
うように、研 究者 による様 々な定義 があ り、定 まった ものはあ りませ ん。 レジ リエ ンス は、非常
に困難な事態(adversity)に よって、大きな ダメー ジを受 けた状態か ら立 ち直 って いく場合 の人
の内面 の力を指 して います。それ は、誰 もが持 って いる心 理的特性であ り、 どの世代で も伸 ばす
ことがで き、文化的地理的差異 は極 めて 少な く、誰 もが備 えている といわれてい ます。
医療 の現 場では、予期 しな い病気 によって大 きな ダメージを受 け、ス トレス状 態 にある患者
や家族が多 く存 在 します。一方、 闘病過程 では、 当事者で ある患者や家族 自身が、病 気 とい う事
態 に立 ち向かい、困難 を乗 り越 えて 前にす すんで いく ことが求 め られ る場合 があ ります。専門分
野であ る小児看 護 にお いて も、重度 の先天 性疾患の子 どもや 小児が んのよ うな厳 しい治療を受け
て いる子 ど もとその親が、厳 しく困難な事態 によ る深 刻な ス トレス状態 か ら、現実 を受け止 め、
自ちの力で前 にすすんでい こうとす る ことに出会 うの も少な くあ りませ ん。そ のよ うな子 どもや
親の強 い意志や 力 に関 して説明で きる概念 として、 レジ リエ ンスが適切 ではないか と考 えていま
す。
われわれ は、先天性疾患や小児が んの子 どもや親の闘病過程 での行動や認識 につ いて、 レジ リ
エ ンスの構成 要素が含 まれてい るのか、具体 的 にどのよ うに事が子 どもや親 に有効 に作用 してい
る にか を明 らかにす ることが まず必要で ある と考え、研 究 をすす めて います。 また 、看護援助 に
おいて も、患 者や家族 の レジ リエ ンスを引き 出す支援 に着 目した研 究を並 行 して実施 して います。
レジ リエ ンス とい う概 念は、奥深 く、看護 領域で十 分活用で きるものである と思われ ます。看
護研究 では、 まだ始 まったばか りという段 階ですが、 あ らたな対象 にお ける展 開 と発展 を願 って
います 。
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